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藤守遺跡は旧志太郡大井川町に所在し、平成20年11月の合併により焼津市に合まれる遺跡と

なりました。遺跡のある大井川下流域は今でこそ田園地帯の静かな風景を見せる地域ですが、

かつて大井川が平野部を乱流していた時代、人々は水と共存しながら日々を送っていたと想像

されます。藤守地区の大井八幡宮に伝わる国指定重要無形民俗文化財「藤守の田遊び」は、そ

のような中で豊穣と治水を祈願する人々によって伝えられてきました。

藤守遺跡では、これまで数度の調査が行われています。特に当研究所で実施した平成12・13・

16年度に県道建設工事に伴う発掘調査では、古墳時代及び鎌倉時代に営まれた集落域の存在が

明らかとなり、これまで不明瞭で、あった人々の暮らしの具体像を垣間見ることが可能となりま

した。

今回、航空自衛隊静浜基地隊舎新設工事に伴って墓地敷地内が開発されることとなり、発掘

調査が行われることとなりました。調査の結果、掘立柱建物など平安時代中期から後期にかけ

ての遺構が発見され、これまでの調査では空白とされた時期の集落域の一部が明らかとなりま

した。狭い調査区ではありましたが、予想以上の成果が上がったことは特筆されます。平安時

代後期は古代的な政治及び経済体制が崩壊し、時代の大きな転換期にあたることが指摘されて

います。本報告書で報告する成果が大井川下流域における歴史的な画期を知る一助となれば幸

いです。

発掘調査ならびに資料整理にあたっては、防衛省南関東防衛局、航空自衛隊静浜基地、静岡

県教育委員会をはじめとする関係諸機関の方々より多くのご理解とご協力をいただきました。

また、調査全般について多くの方々よりご指導、ご教示をいただきました。この場を借りて厚

くお礼申し上げます。最後に現地調査、資料整理に従事した作業員諸氏にも感謝の意を表しま

す。

平成21年12月

財団法人静岡県埋蔵文化財調査研究所

所長天野忍
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ふじもり

本書は静両県焼津市上小杉に所在する藤守遺跡発掘調査報告書である。

調査は航空自衛隊静浜基地隊舎建設に伴う埋蔵文化財発掘調主主業務として、防衛省南関東防衛局の

委託を受け、静岡県教育委員会文化課の指導のもとに財国法人静陣県埋蔵文化財畠調査研究所が実施
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した。

現地調査は平成21年4月から平成21年 5月まで実施し

月まで実施し

調査体制は以下の通りである。

所長:天野忍 次長兼総務課長:松村亨 次長兼事業係長:稲葉保幸

次長兼調査課長:及川司 中部調査係長:河合修 調査研究員:溝口彰啓

本書は調査研究員溝口彰啓が執筆した。

本書に使用した遺構写真は調査研究員が撮影し、遺物写真は調査研究員及び当研究所写真室担当職

員が撮影した。

金属製品の保存処理は当研究所保守芋処理室(室長 西尾太加三)が実施した。

基準点測量及びグリッド杭打設、 トータノレステーションによる遺構全体図の作成は側フ

託した。

本報告で使用する国家座標は世界測地系を基準とし、本遺跡で設定したグリッドはそれに、準拠する。

遺構及び遺物の名称については、下記の略号をf吏用する。

〈遺構〉

SH:掘立柱建物跡、 SD:溝状遺構、

〈遺物)

S:石製品⑧磯、 W:木製品。木、 M:金属製品、 C:土製品、無印.p:土器

本書の編集は調査研究員溝口彰啓を担当として、財団法人静岡県埋蔵文化財調査研究所が行った。

発掘調査に関する資料は、静岡県教育委員会・文化課が保管している。

資料整理は平成21年6月から平成21年8

に委

SP:小穴SX:性格不明遺構、SK:土坑、
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第 1章調査の概要

第 1節調査に至る経緯

藤守遺跡は静岡県焼津市に所在する遺跡である。これまでに数度の発掘調査が実施され、主に古墳時

代~鎌倉時代にかけての集落域が発見されている(静文研2002・2003・2005)。

今回、周知の包蔵地である藤守遺跡に合まれる航空自衛隊静浜基地内において、防衛省南関東防衛局

による新隊舎建設工事が計画された。静浜基地周辺では昭和55年に実施された基地整備に伴う発掘調査

をはじめとして、古墳時代~古代を中心とした遺構・遺物が確認されており(静丈研2002)、今回の開発

対象地でも遺構・遺物の存在が十分考えられた。そこで平成20年12月、航空自衛隊静浜基地の協力のも

と、静岡県教育委員会文化課により建設予定地の確認調査が行われた。その結果、既存及び過去の構造

物等によって破壊された部分を除く対象地において、平安時代~鎌倉時代にかけての遺物が出土すると

ともに遺物包合層の広がりが確認された。

この結果を受けて平成20年12月から平成21年 1月にかけて防衛省南関東防衛局、静岡県教育委員会文

化課による協議が持たれ、遺物包合層の遺存が確認された地区において、本調査を実施することが決定

した。本調査は静岡県教育委員会文化課の指導のもと、財団法人静岡県埋蔵文化財調査研究所が平成21

年4月より実施する運びとなった。

なお、今回の調査は当研究所で実施する藤守遺跡の調査としては、平成12年度の 1次調査、平成14年

度の2次調査、平成16年度の3次調査に続く、 4次調査ということになる。
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第2節調査の経過

確認調査

確認調査は平成20年四月 9日に実施された。調査は隊舎建設予定地を対象として、 3箇所の試掘坑を

設定して行われた。調査では対象地南側において灰紬陶器、土師器等の遺物が出土し、平安時代~鎌倉

時代の遺物包含層の存在が明らかとなり、また対象地北側は過去の構造物の基礎が地下深くにま

包合層はすでに失われていたことも判明した。この結果を受け、遺物包含層とそれに伴うと想定される

遺構の遺存する地区について、本調査を実施することとなった。

一一円
ム



作業については現地調査と並行し、 5月 1日より島田整理事務所において実施している。

5月20日から撤収作業を開始し、 20"'-'21日は発掘資材等の片付け、搬出を行った。 22日には現地詰所

の撤去と同時に現地の引渡しを行い、現地調査を終了した。

資料整理

資料整理は 6月 1日から当研究所島田整理事務所で実施した。 6月は出土土器の分類@接合及び復原

作業を実施した。記録類については写真@図面の整理、遺構図の編集。版下作成を行った。 7月には出

土土器の復原作業の継続、出土遺物の実測@トレース作業、出土遺物の写真撮影、遺構図のトレース、

報告書の編集作業を実施し、並行して収納作業を行った。 8月には報告書本文の執筆を行い、校正作業

を経て発掘調査報告書を刊行し、全ての業務を完了した。

写真2 現地調査状混

第、3鮪調査の方法

現地鵠査

今回報告する調査区設定は前述のとおり、確認調査の成果を受けてのものである。重機による表土除

去は包合層及び遺構の残存状況を慎重に見極めながら実施した。具体的にはo.45:m"クラスのパックホウ

を使用し‘確認、詔査で得られた層位に従って、遺物包含層上面まで重機掘削を行った。遺物包含層掘削、

遺構掘削は人力によって実施した。重機によって生じた廃土は調査区北側敷地を仮置場とし

て集積し、人力掘削によって生じた廃士も仮置場に一輪車で運搬し、集積した。また、謂査区は静浜墓

地隊舎等に固まれた平地であるため、降雨後には雨水が調査匹内に潜まり、調査に支障を来すため水中

ポンプを使用して適宜排水;を行った。

調査における測量及び遺物取上げ時を円滑に行うために10m方眼のグリッドを設定した。グリッドは

- 3一
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グリッド臨置国第 3図

第 3図に示すように、南北軸に北から九 B、C、東西軸は西から L 2、3、4と記号を村し、各グ

リッドは例えばA-l区という形で北西の交点をもって呼称した。なお、基準点及びグリッド杭は国土座

標(世界測地系)に従って設定した。

遺構測量;作業については、 トータルステーション及びオートレベルを使用し、を基本とし

た。遺物出土状況などの詳細図については必要に応じてで図化を行った。測量及び図面作成の一部

は調査の迅速化を図るため、 トータルステーションによる遺構完掘状況測量及び図化作業を、基準点及

リッド杭設置と併せて側フジヤマに委託し

現地における写真撮影については、 6 7版モノタロ及びリパーサルブイノレムを基本として使用し、

35mmリバーサノレを補助的に使用した。完掘全景写真はローリングタワーを使用し、高所から撮態した。

出土遺物については現地調査を並行して島田整理事務所にて水洗・注記といった基礎整理作業を行い、

併せて遺物台l援を作成した。

資料整理

現地調査終了後、島田整理事務所にて整理作業を行った。出土遺物はまず分類。仕分け作業を経て、

出土地点、遺構などを参考としながら接合作業を実施し、被原可能な遺物は樹脂を用いて復元作業を行

った。また遺構出土遺物、残存度の高い掴体を中心に抽出して実測作業を行い、報告書掲載のために版

組。トレースを実施するとともに、 6X7版モノク 1ゴ及びリバーサノレフィルムを使用し、当研究所本部

写真室にで写真撮影を行った。遺構図については現地で作成した遺構図、遺物出土状況図を編集して版

組・トレースを行い、遺構写真については報告書の体裁に即して版組を行った。遺物及び図面@写真と

いった記鯨類は上記作業終了後、台帳を作成した上で収納し

A 
i 



第2章位置と環境

第 1節地理的環境

藤守遺跡は、白根間ノ岳に源を発した大井川が形成した大井川扇状地に立地する。今回の調査地点が

所在する焼津市上小杉は旧大井川町域にあたり、大井川右岸の海岸から約2.7kmの地点にある。また、 J

R東海道線西焼津駅から南に約 5km、東名高速道路吉田 I.Cから東に約5.5kmの距離にある。

山聞を流れた大井川は島田市横岡付近で自らが形成した沖積平野へと南下し、鎌塚・権現原付近で牧

ノ原台地にぶつかって台地沿いに東進、北方白岩寺山と南方谷口原に挟まれた狭陸部付近で南東へと流

れを変えて、駿河湾へと注いでいる。大井川は現在、近世以降に築かれた堤防によって固定された流路

となっているが、かつて大井川は沖積平野上を乱流していたものと考えられている。大井川扇状地の微

地形や資史料を検討した浅井治平氏によれば、白岩寺山・谷口原を抜けた大井川は大きく 3つの主流路

の変遷がたどれるという(浅井1967)。焼津市小川付近を流れた第 1の流路が最古のもので、その名残り

が黒石川であり、先史時代の流路と推定されている。次にその南側となる焼津市田尻付近が河口となる

木屋川・栃山川に主流路は移り、これが第2の流路と把握される。国郡の境を定めた歴史時代初頭頃の

主流路であったと考えられ、近世まで榛原郡に属した藤守、上小杉、下小杉など、大井川を隔てて存在

した向榛原と称される地区がこの頃には大井川以西であったとみられる。そして第3の流路が現在の大

井川であるといい、建武元年 (1334)の南禅寺文書によれば向榛原の地がこの頃までに大井川以東とな

っており、以後現在に至るまでの主流路であるとする。

流路が固定される以前の大井川下流域は、広い河原を多くの小流路が自然堤防などの微高地の聞を網

目状に流れる景観であったと考えられ、中世の紀行文や歌などにもその様子が詠まれている(大井川町

1984)。藤守遺跡は大井川が運んだ砂礁によって形成された上小杉から藤守地区にかけての微高地に存在

しており、集落が営まれた平安時代も同様の景観であったと考えられる。しかし、ひとたび大井川の氾

濫に見舞われると、集落域が壊滅的な打撃を被ることも多かった。堤防が整備され始めた近世において

も度重なる氾濫で村が流亡し、移住を余儀なくされることがあったという。大井川下流域に住む人々は

常に水の恐怖と隣合わせの生活を送っており、近年まで行われていた輪中や舟形屋敷といった数々の洪

水対策はそれを如実に物語るものである。

第2節歴史的環境

藤守遺跡の歴史的環境については、これまでに刊行された 1次'"'-'3次調杢の発掘調査報告書、『藤守井

遺跡~ . w藤守遺跡 IU ・『藤守遺跡直~ (静文研2002・2003・2005)に詳しい。よって、ここでは今回の調

査に関わる古代以降について、歴史的環境を概観したい。

大宝元年 (701)に完成した大宝律令の施行により、律令国家体制が確立した。これにより現在の静岡

県域は遠江・駿河・伊豆の三カ国として把握された。遠江と駿河の境は大井川とされており、前述のよ

うにこの段階で大井川以西にあった藤守遺跡周辺は、平安時代中期に編まれた『和名類来抄』にみえる

遠江国葉原郡に属したと考えられる。律令国家行政による地方統治のために各地に国街、郡街といった

役所が設置された。榛原郡街の存在は明らかではないが、隣接する志太郡では御子ヶ谷遺跡 (95、番号
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ヰ圏 藤守遺跡闇辺遺跡分布圏 (S=1/100， 

第1表藤守遺醐周辺遺跡一貫

7藤守遺跡N 23香桑古墳群 45権現様御陣場 67白岩寺古墳群 89 i竜ヶ谷古窯跡 111時ヶ谷。五鬼免古墳群

2藤守遺跡 24浄雲尊古墳群 46水掛渡C古墳群 68東照寺古墳 90南新屋瓦窯跡 112郡遺跡

3飯務tl経塚 25入道ヶ谷古墳 47 *掛渡D古墳群 69法信寺古墳群 9;山廻遺跡 113下薮田遺跡

4大日遺跡 26御馬ヶ谷古墳群 48水掛渡B古墳群 万二俣遺跡 92秋合古墳群 114女池ケ谷古墳群

5小山城跡 27山鳩古墳群 49水掛渡A古墳群 71 i皮照遺跡 93秋合遺跡 115水守遺跡

5竜光寺古墳群 28六十六部経塚 50高根森古墳群 三宮波田古墳群 M 九景寺古墳群 116大覚寺遺跡

Y前玉原遺跡 29長源寺経塚 51宮裏遺跡 73鵜閏古墳群 95御子ヶ谷遺跡 117落合遺跡

g前玉原古墳群 30遠原古墳 52沼伏古墳 74旗指古窯跡 必萩ヶ谷B古墳群 118道下遺跡

9森龍寺遺跡 31向山古窯跡群 幻地蔵原遺跡 75田ノ谷遺跡 97萩ヶ谷A古墳群 119塩津古墳群

10飯室山古墳群 32南原遺跡 54 ミョウガ原遺跡 76城山 1号墳 98西之宮古墳群 120道添遺跡

11時ヶ谷古墳群 33 i'高原瓦窯跡群 5 丸山古窯跡 77居倉遺跡 99蛭ヶ谷遺跡 121蛭田遺跡

12乳山古墳群 34南原古書事跡 応屋敷原遺跡 78鳥羽美古墳 100谷稲葉・高草古i賞群 122宮之腰遺跡

13佳山古墳 35六千ヶ谷古窯跡群 57東鎌塚原遺跡 79石成遺跡 101五州岳古墳 123赤塚遺跡

14 {i蚤山遺跡 36竹林寺廃寺跡 58原/平遺跡 80管ヶ谷古窯跡群 102荘館山古墳群 124小深田遺跡

15狐原古墳群 37宮裏中原古墳群 59えびす森遺跡 81矢崎遺跡 103白砂ヶ谷古墳群 125小深田西遺跡

16倉見原遺跡 38南原古墳 60中原遺跡 82落合遺跡 104経塚山経塚 126道場因遺跡

17倉克康古墳群 39 r毎戸遺跡 61青木原遺跡 83 111王前遺跡 105稲荷山古墳群 127小川城跡

18清水山古墳群 40水ヶ谷経塚 62宮上遺跡 84大津城跡 10S原・大谷古墳群

19宮下遺跡 41星久保古墳群 63愛宕塚古墳 85上反方遺跡 107越ヶ谷古墳群

20辻川遺跡 42玉屋敷寺院 64谷口原古墳群 86岩田山古墳群 108翁山古墳群

27中ノ沢古墳群 4.1堂ヶ谷遺跡 65敬満神社経塚 81瀬戸古墳群 109若王子古墳群

22鳥子山古墳群 44御陣場古墳 66尼沢遺跡 88内瀬戸古墳群 110釣瓶落古墳群
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は第4図に対応する。以下同様。)、益津郡では郡遺跡 (112) がそれぞれ郡街推定遺跡とされる。特に御

子ヶ谷遺跡は郡庁、:部厨といった施設の存在が想定されており、その機能は周辺の山廻遺跡 (91)、

遺跡にも分散していたとみられる。また、都と圏・郡を結ぶ交通体系の整備も律令国家支配に欠

かせないもので、あった。情報伝達。物資輸送を円滑に行うための!駅伝制が整備され、東海道の要所には

駅家が置かれた。「駅」の墨書土器が出土した宮上遺跡 (62)周辺は遠江の駅家である初倉駅に、小川城

跡 (127) は駿河の小川駅に関連する遺跡と推定される。奈良時代初頭に創建された竹林寺廃寺跡 (36)

では寺院伽藍が発見されており、瓦を供給した南原瓦窯、六千ヶ谷瓦窯跡 (35) とともに当該期に

おける仏教受容を知る貴重な資料となっている。

平安時代に入ると律令的な地方行政の秩序が解体し.荘園開発が進む。平安時代後期になると大規模

荘層が成立し、大井川下流域でも益津荘、質侶荘、初倉荘といった荘園が知られるc また、この地域に

は伊勢神宮の所領である櫛厨も多く存在しており、小杉御厨、大津調厨、方上御厨、小楊津御j百などが

置かれていた。藤守遺跡と関連が深いのは藤守郷を含む初倉荘と、焼津市上小杉⑬下小杉に比定さ

小杉御)歪である。藤守遺跡は長辺約2，5km、短辺約 lkmの広大な包蔵地範囲であるため、推定される荘域

にまたがっているものと思われる。今回の調査地点は上小杉であるため、小杉御1習の領域に入っ

に多数存在し、いずれも大小河川周辺にあ

。小杉御厨も

ろう。大津御厨

と推定され、そうしたあり

は平安時代後期から鎌倉時代にかけ

も周辺地域に存在す

、矢崎遺跡 (81)、

る。当該葉~の寺院として

る。メ」

I!下流域の小説:路を利用し

はI可JI! 

と関係が深いとさ

した窯であり、他にも丸山古窯跡

1""'3次調査の他、

よことが指摘さることから

大津つ

と谷川

セっている。

勺P

Q 。

ミョウ

の調査が実施さ

観応

(43) 

(J) よれば、

で

り、駿河を押さえた武田氏の橋頭墜とし

ト上の要として当地域周辺は重要視さ

として天僚と

石高はよ昇した。新聞開発は大井 I

江戸時代中期以降はほとんど石高に増加がないことから、

。前節でふれたように

に発達したもので怠る。このう

dttし7とが、

J

さ

山城

じめとする勢力の浸食が進み、丈亀元日501) 年の南禅寺領所目録に

とあることから、このころまでに遠江の支配権を確立し?と今川氏に勢力下に入ったとみら

そして今川民滅亡ののちには武田ロ

(fi，が告をかれるなど、駿j可から

J~ くなって

ぐ〉

との戦いととも

策と

は、集落や耕地を水害から守る手段、とし

摘もあり、大井川下流域における人々の暮らしと

今回の藤守遺跡の調査は航空白

19 年、志太郡

収、昭和33 (1958)年に航空白

との指る

を物語るものである c

うものであるが、静浜墓地は昭和

は米軍によって接された。

現在に至、っている。として開設さ
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第 3輩調査の成果

第 1節調査概要

今回の調査では合計3面にわたる調査面を確認し、調査を行つ

にかけての遺;様、遺物が発見された。出土遺物のほとんど

占められていることから、短期間に営まれた集落であったと

南部で実施された発掘調査では古墳時代から鎌倉時代の遺構・

その結果、主に平安時代中期から

によって

。平成12・14.16年度に藤守遺跡

されたが、平安時代中~後期

の遺物は希薄であり、いわば空白の時代であった。今回の調査成果は藤守遺跡内における集落の変遷を

追う上で貴重な成果が得られたといえよう。

第 1面では溝状遺構 1条、小穴5基が検出された。この遺構面に伴う出土遺物がないため時期は明確

ではないが、第2面で検出iした遺構の一部に鎌倉時代~室町時代:の遺物が含まれていることから、それ

以降の遺構である可能性が高い。

第2面、第3面の遺構については遺構面としては分けられるものの、出土遺物からみるとかなり近接

した年代観となる。第2lIDでは掘立柱建物跡 1棟、小穴46基、土坑1基、溝状遺構4条、性格不明遺構

1基が検出された。一部小穴に鎌倉~室町期の遺構を含むものの、出土した遺物からは概ね平安時代後

期を中心とした遺構群と捉えられ、小規模な掘立柱建物を伴う集落域と推定される。第3面では掘立柱

建物跡2棟、小穴75基を検出した。掘立柱建物はほとんど軸を揃えた 2棟の建物が並んだ状態で検出さ

れており、集落城の一端と評価できる。第 2U百遺構と時期的にはそれほど隔たら

ら後期にかけての遺構と考えら

第2鮪基本層序

今回の調査区は静浜基地敷地内の施設が密集している地域で行われた。第 5図に示すように、南北壁

で確認した調査区内の基本的な層位はほぼ

いる。調査区周辺は基地建設に伴うとみられる盛土による

みられる 2層を覆、っている。ここでは盛土を一括して標記し

りを繰り返している笛所もあった。

基地建設以前の水田耕作土と

施設の建て替えに伴うなどで切り盛

3・4層は鉄分やマンガンを多く合む層位で、あるが、遺物はほとんど含んでいない。 5層の暗褐色粘

土は平安時代後期を中心とした遺物包含層で、遺物とともに炭化物を多く合む箇所もある。 5層上面で

1雨の遺構が検出された。 6層の灰色粘土は平安時代中期を中心とした遺物包含層であるが、 5j曹と

り少なくなり、砂粒や小礁を多く含んでいる特徴がある。西に向かつて薄く

っており、南壁西端では消失してしまっている部分もある。 6層上面で第2面の遺構が検出されている。

7層は地山となる灰色砂醸層である。遺物は全く含んでおらず、上面で第3面の遺構が検出されている。

7層は大きくみると北側に向かつて標高を上げており、狭い調査区内においてもかなり凹凸が認められ

る。北壁中央部で、は砂醗J曹の高まりが特に大きく、包含層である 5. 6層の堆積が確認できない部分も

あった。砂磯層は大井川下流域の小流路の変遷によってもたらされた堆積であるため、一様ではないと

考えられる。
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①北壁土層

9伽1

8.伽1

5 

6 

9伽1

②南壁土層

2 

4 

7 

第5悶基本土層柱状図

① 

1 盛土

2 灰褐色粘土 Fe、酷n多量

2' 暗灰色粘土 Fe、臨n多量、還元

3 灰黄色粘土 Fe、Mn多量

3' 緑灰色粘土品、 Mn多量、還元

4 貴灰色粘土 Fe、Mn多量

5 暗褐色粘土 Fe、Mn多量、炭化物含む、遺物包含膳

6 灰色粘土 Fe多量、砂混じり、遺物包含層

7 灰色砂疎地山

第 3節発見された遺構と遺物

第1節でふれたように、今回の調査では3面の調査を行った。以下各面ごとに検出した遺構、出土し

た遺物について詳述するが、出土遺物の詳細については第2・3表に基本的なデータを記載しているた

め、併せて参照いただきたい。なお、遺物の大半を占める灰紬陶器については、松井一明氏の灰紬陶器

編年(松井1989)に拠っている。

1 第1面の遺構と遺物(第6""7図)

(1) 溝状遺構

調査区中央をほぼ東西に横断する形でSD1を検出した。検出長は10.lm、幅は概ね30cmとほぼ均一

で、深さは10""'" 20cm程度とそれほど深いものではない。西端で南に向かつてL字状に屈曲するが、撹乱

がおよんでいるため形状と規模は明らかではない。覆土の大半を占める青色細砂層は炭化物を少量含ん

でいるが、しまりに欠ける(第7図)。機能ははっきりしないが、明らかに人為的に掘削されているため、

耕作等に伴う給排水施設の可能性もある。

出土遺物はいずれも灰紬掬器で、 1はill-1期の清ヶ谷窯産の碗、 2は町一 1期並行の旗指窯産の鉢と

みられる(第7図)。いずれも前代の遺物であり、 SD1が5層を掘り込んでいることから混入したもの

で、遺構の年代を現わすものではない。後述するように、第2面の遺構に鎌倉~室町期の遺構があるこ

とから、それよりも新しい時期の遺構と考えられる。

(2) 小穴

SP1，.....， 4は調査区南西部、 SP5は調査区東端で検出した。覆土は4層土に近い黄灰色粘土で、い

ずれも深さ20cm前後と浅い。規則性もないためにその機能は明らかでなく、出土遺物も皆無である。 S

D1同様、室町期以降の遺構とみられるが、 SD1に比べて覆土にしまりがあるため、それよりもやや

古い段階の遺構と思われる。

- 9 -
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2 窮2fJ苦の遺構と遺物〈欝8-12園)

(1) 掘立柱建物跡

調査区中央西部でSHlを検出した(第9図)。
2間×桁行2間の掘立柱建物であるが、西側の柱

穴はSDlに破壊されるなどして検出できなかった。規模は梁間2・9m、桁行405mで、梁間の柱聞は1・4""

1・5m、行の柱間は2.1"-'2・4Ii'1である。桁行方向はN-20--Wとほぼ真北を向いている。柱穴の深さは

まちまちで、北側が鵠いイ頃向がある。

出土遺物は南東端の SP19で第11図3"'--"5が出土した。 3は清ヶ谷窯産の灰紬陶器碗で、 N-l期の製

品とみられ、内外面に自然紬が認められる。 SP
中層で伏せた形で出土しており、完形品であ

ることとも考え合わせれば、何らかの祭駆的行為に伴う可能性が高い。 4はSP19下層から出土したN-

i期段階の胤陶器碗である。紬薬が護掛けされているが、発色不良である。旗指窯の製品であろ z

5は土師器謹で、開型警の底部である。他の灼〉らは時期のわかる遺物の出土はなく SF4L 
りにすると、 10世紀後半頃の遺構と判断される。
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(2) 小穴

小穴は調査区のほぼ全域で、SP 6 "-'50、114の46基を検出した。 SHl

を明らかにすることが困難である。しかし、 SP15は底部に柱痕とみら

小穴以外、

木片が遺存しておりーま

S P16は扇平な川原石を平らな面をとに 柱を置く根石としていた可能性があることから(第 9図λ

小穴のうちのいく

3"'6周辺に比較的小穴が多いことから、

と思われる。 SHlのあるB-3区周辺、 SD

この辺りに建物が存在していたのかもしれない。 SPU4は実

には第3面で検出したが、出土遺物に ように青磁稜花皿があっ

鎌倉~室町期の遺物が出土し は、今回実施

折縁皿の出土:した SP36の2基の小穴のみである。

2面の遺構と判

もSP1l4と青磁

小穴から出土した遺物は第11図6"-'14である。 6はSP8出土の長頚壷の体部破片で、外面には自

7はSPI0から出土した清ヶ谷窯産とみられる灰紬陶器碗で、lV-3期に位置づけられよう。

しているが、漬掛けされた灰軸がわずかに観察できる。第9図に示したように、 SPIOの

覆士中層から出土した。 8はSP12出土の旗指窯産の灰軸陶器碗で、 r¥I-3期並行に位置づけられよう。

9はSP18出土の灰紬陶器碗で、町一3期の製品である。燐成不良であるため産地ははっきりし

胎土の様子から清ヶ谷窯産と推定される。 10はSP21出土民の灰紬陶器碗である。 ill-2期に位置づけられ

る?青ヶ ろう。 11はSP46出土の灰紬陶器碗で、旗指窯産のれ -3期並行の製品とみら

る。 12はSP48出土の灰粧陶器碗である。高台のない無台碗で、清ヶ

やや焼成不良で全体的に摩滅が顕著である。

亜-2期の製品であろう。

13・14は貿易陶識で、今回の調査で出土した当該期の遺物は、包含層出土遺物を含めてもこの 2

みである。 13はSP36出土の青碓折綜皿である。第9閣に示したように SP36の底部から出土している

が、覆土中層から出士、した破片と接合した。内面に連弁文が施された太宰府編年杯ill-3類に分類さ

製品で(横田@森田、 13世紀後半''-'14世紀前半に位置づけられる。 14はSP114出土の青磁稜花皿

の口縁部破片で、 15世紀中~後半に位置づけられる製品である

これら小穴群はSP36及びSP1l4を除き、出土した遺物の年代観からほぼ10世紀後半"-'11世紀の範囲喜

で捉えられよう。

(3) 土坑

調査区中央西寄りで SKlを検出した(第四図)。一部を上層の SDlによって切られているが、長辺

1.4m、短辺1.1m、検出面からの深さ10cmを測る不整形な士坑である。覆土は褐色粘土であっ

出時段階でその平面形はかなり不明瞭であった。大きなもので、は20~30cmの大小磯ととも

に出土しているが、底面ではなく覆土中~上層に集中する傾向があった。礁は人為的に割っているもの

も含んでいたが、その出土状況から意図を汲み取ることができないため、性格を特定するのは困難で

る。ただ、出土遺物には灰紬陶器とともに、この遺構以外ではあまり出土していない長頚壷や土師器曹

を含んでいることは特徴的なあり方といえる。

出土遺物は第11図15~21、第12図23"'-'29に示した。 15'"'"17は灰紬陶器の碗である。いずれも清ヶ

の製品とみられ、 15は亜-2期の製品で、無紬であるが、薄手で口縁端部を外に明瞭に引き出す。 16は底

部のみ残存しており、内外面に灰粕が刷毛塗りされる。 ill-1期のやや大形の碗である。 17は無台碗で、

ill-2期の製品であろう。焼成不良で、あり、かなり摩滅している。 18は土師器部である。底部はやや丸み

をおび、体部から口縁はやや内湾気味に立ち上がる。焼成が甘く、摩滅が著しい。 19は長頚壷の底部と

みられる。底部はほとんど平らで、高台の跡は観察できない。 20rv22は長頚壷である。いずれも情ヶ谷

窯産の製品とみられ、 E期の範轄で捉えられそうである。 20は図上復元したが、体部から底部にかけて

- 12-
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丸みを帯びた形状となる。体部に自然紬がかかるが、剥落が激しい。 21・22は体部破片で、 21は自然紬

がかなり厚くかかっている。 23"'-'29は土師器窒である。いずれも奈良時代から遠江地域を中心に盛行す

る長鯛型の聾で、口縁を屈曲させ、外面はハケ調整を行う特徴がある。 23や28のように水平近くまで屈

曲させるものもある。口径は19"'-'25cm台と幅広い。焼成は概ね良好であるが、軟質に仕上がり摩滅して

いるものもある。窒は通常、使用に伴って煤が外面に付着する例が多くみられるが、これらはほとんど

みられない。ただ、すべて二次焼成を受けており、未使用とは考えられない。

SK1出土遺物はE期の範囲で捉えられ、 10世紀前半頃の年代観が与えられよう。これは他の第2面

の他遺構よりも古く、本来は第3面に伴う遺構であったのかもしれない。 SK1周辺は第6層の堆積が

浅かったために上層で検出してしまった可能性が高い。

任) 溝状遺構

調査区南西部でSD3"'-'6の4条の溝を検出した。覆土は5層土に近い暗褐色土で、検出面からの深

さはいずれも 3"'-' 5cm程度と極めて浅いため、上部は削平されていると思われる。 SD5・6は異なる

遺構番号を付したが、本来は南北方向の同一の溝である。 SD3あるいはSD4に屈曲して接続し、 L

字状の溝となっているとも考えられるが、撹乱が及んでいるため明らかではない。 SD3"'-'5に固まれ

た部分に小穴がまとまっているため、伺らかの施設を区画した溝と考えられる。

出土遺物は灰紬陶器等の小破片のみで、あり、帰属年代は不明である。ただ、小穴群との関連が高い遺

構であるため、同時期に機能した可能性が高く、 10世紀後半"'-'11世紀代の遺構と考えられる。

(5) 性格不明遺構

SX1は調査区南端で検出した遺構である(第10図)。当初溝状遺構と認識していたが、平面形が不整

形な落ち込みとなったため性格不明遺構とした。覆土は5層土に近い暗褐色土で、検出長3.7m、幅1.3m、

検出面からの深さは5"'-'10cmの規模を測る。南端は調査区外に続いている。西側には径10"'-'15cm程度の

礁が多量に入っており、その中には灰紬陶器などの遺物も合んでいた。

出土遺物はいずれも灰紬陶器で、第12図30"'-'35に示した。 30はill-2期に位置づけられる碗で、清ヶ谷

窯の製品である。やや赤みがかった灰白色に焼成され、無軸である。底部高台内はナデ調整で仕上げら

れている。 31は小形の碗でN-4期並行期に位置づけられる。旗指窯産とみられ、旗指21号窯に類似した

製品がある。 32は口縁部の破片であるが、 N-3期並行の旗指窯の製品とみられる。 33"'-'35の碗はいずれ

も清ヶ谷窯の製品であろう。 33は高台が爪形を呈している丁寧な作りで、 E期に遡る製品であろう。 34・

35はいずれも底部破片であるが、 ill-2期に位置づけられる。 34は焼成不良で摩滅が著しいが、外面に漬

掛けの灰紬が認められる。

これら出土遺物にはII"'-'頂期のものも含まれるが、 N-3・4期段階を下限として11世紀後半の遺構と

判断される。
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8図)

掘立柱建物跡

調査区南よりのほぼ中央で2棟の掘立柱建物跡SH2.3

く新!日関係も認められないことから、同時期に建つ

3商の遺構と遺物3 
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とほぼ同様で、桁行方向もN-go-Eとほぼ同一方向を向く。桁行方向の柱穴の間隔は1.2"'-'1.8mと不規

則である点はSH2と同じであるが、 SH3は梁聞が3聞で、柱聞が1.0"'-'1.7mと狭くなっている特徴

がある。 SH2と規模や形状が似ているが、この部分が相違する点である。各柱穴の覆土はSH2と同

様に6層土に近い灰黄色色粘土を主体とし、南側梁聞を構成する柱穴SP113では柱痕とみられる木片が

出土した。この木片も取り上げは不可能であった。

SH3の出土遺物は第四図37"'-'39で、いずれも灰紬陶器の碗である。 37はSP78出土から出土した碗

の口縁端部で、清ヶ谷窯産のill-2期の製品である。 38はSP121から出土した碗で、口縁端部が外側に

明瞭に引き出される特徴がある。清ヶ谷窯産のill-1期の製品とみられ、内面には墨痕が確認される。 39

はSP51とSP78から出土した破片が接合したもので、旗指窯産のN-1期並行の製品であろう。無紬で

あるが、内面に薄い自然紬が認められる。

これら出土遺物から SH3はE期"'-'N-1期にかけての年代観が想定され、概ね10世紀前~後半までの

年代観が与えられよう。 SH2も同様の時期と考えられる。

(2) 小穴

第3面では上記掘立柱建物を構成する柱穴を合め、調査区全域でSP51"'-'113・115"'-'126の75基を検出

している。直径30cm前後の小穴が多数を占めるが、規則性や意図が見出せないため、その機能は不明と

言わざるを得ない。

各遺構からの出土遺物は少なく、あっても小破片で、あった。そのうち、図化が可能であった第四図40"'-'

43を掲載した。 40はSP69出土の長頚壷の口縁部破片で、内面には自然紬がかかる。 E期頃の清ヶ谷窯

の製品とみられる。 41はSP84出土の灰紬陶器碗である。口縁部のみであるが、町一1期並行の旗指窯製

品であろう。 42はSP117出土の灰紬陶器皿である。焼成は良好であるが、やや軟質に焼き上がっている。

内面には強いナデ整形により沈線が巡る。 N-1期並行の旗指窯の製品とみられ、旗指14号窯に類似した

製品がある。 43はSP118出土の灰紬陶器碗である。口縁端部のみであるため明確で、はないが、 N-1期

並行の旗指窯産の深碗とみられる。

小穴からの出土遺物が少ないことは前述のとおりであるが、これら遺物の様相から、町一1期頃の製品

が主体であり、 10世紀後半頃の年代観が与えられよう。

4 その他出土遺物(第12図・第16-18図)

ここでは主に包合層から出土した遺物について記述するが、その多くは5層から出土している。

(1) 土器

第四図44は緑紬陶器碗の口縁部破片である。やや軟質に焼き上がっているが、胎土は精良で、内外面

に緑紬が刷毛塗りされる。破片であるため明確ではないが、黒笹90号窯段階の猿投窯の製品とみられる。

第四図45"'-'61、第17図62"'-'71は灰紬陶器で、 ill"'-'町期にかけての製品が出土している。 E期の製品と

しては45・46・47・66がill-1期、 59・64・67がill-2期に位置づけられる清ヶ谷窯産の碗である。全体

形状のわかる45・46・47・59はいずれも薄手の作りで体部は丸みを帯びた形状である。 45・46が灰紬刷

毛塗り、 47・59は漬掛けが施される。 59は底部高台内に 'XJ 印の焼成前刻書がみられる。 64は無台碗

で、底部には糸切り痕がわずかに観察できる。

62の皿は他の製品と胎土や焼成が異なっているため、猿投窯など尾張産の可能性が高い製品である。

折戸53号窯古段階の製品とみられ、内面には灰勅が刷毛塗りされる。

町一1期段階の製品としては48"-'53・60・61・63・68の碗が挙げられ、 48・50・51・52・61・68は清ヶ

谷窯産、 49・53・60・63は旗指窯産とみられる。 48・50は体部から口縁にかけて直線的に聞き、やや丸
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51 0 53 . 60とは違っ

灰紬漬掛けされるも

台内に糸切り

た灰色の色調と

も旗指窯の製品とみら

があり、

が漬掛けされている。

紬で全体的に厚手である。

ける。また49.52困 61は と !n 
ノ る。

48 . 49 . 61は刷毛輩、りで丁寧に仕上げられている。 600 61は高

。63は無台碗で、底部には糸切痕が明瞭に残る。胎土は須恵質に近い

65の口縁部破片があり、

54.55・56。問、底部破片の70. 7]_ 

あるが、 54・56は灰紬

となるI¥[-4 る。 J旗指窯産の製品とみら

第17図720 81は須車器である。 72は無台坪で、 る。 81は

ろう。いずれも 9 ら

第17図73.74ω75は灰紬陶器鉢で、仁j に復、元される。 l3は内外面に灰粕漬掛けがなさ

る る。 ある

7図76・77. 78・79は灰粕陶器輩、 80は重量である。 76・77は長頚壷で、

る。体部下半をケズリ調整し、底部に高台が付けられる。底部のみであるが、 I¥[期前半頃に並行する

指窯の製品とみられる。 78・79は広口壷である。いずれも内外面に黄土を刷毛塗りしているとみられ、

灰色に発色している。 781土外面全体にタタキによる調整を行い、下半部に

。いずれも町期頃の旗指窯の製品と考えられる。 80は警の口縁部破片である

できる大形品である。内外面に鉄事由を刷毛輩りしており、灰褐色に発色している。産地は不明である。

第四図82~89は土師器である。 82は高台のつく碗で、灰紬陶器を模倣した製品とみられる。全体的に

摩滅しているが、内面には化粧土が塗られている。 83"'-'85は長嗣蜜であるが、全て口縁部破片でかなり

しい。 86""89は楕郷型鍋である。いずれも口縁部を短〈外に屈曲させ、断面三角形に近い鍔状

の口縁となるものである。永井宏幸氏の分類によれば、 D類に相当するものとみられ(永井、 I¥[-

1期段階に並行するものであろう。

(2) 金属製品@石製品

る。円形であるが、長径4圃 5Cill，短径4，3cmと る。厚さは

O，3cmと薄い作りで、質量は7，Ogである。中央には直径 2mmほどの穴が葬たれている。

第四図90"-'92は砥石である。 90.91は比較的小型の砥石で、目の細かい凝灰岩を使用している。 90は

使える面はすべて使っており、使用痕も明瞭である。 92は大形の砥石で、 4面を使用している。 90ゅ 91

に比べるとやや目の粗い砂岩を使用している。

- 22-
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第2表麟時過融出土土器一覧

写真番図

計測値(cm)

滅雇内 残存部位 残存率(引) 番図 番号 遺構 層位 種別 器種
口径 器高

色調 主Rム 焼成 産地 備 1三4 

[高台径

7 1 1 3m 灰紬陶器 碗 (1306) 灰白 密 良 口縁 10 清ヶ谷

712 3m 1由 灰紬陶器 自本 (2000) 灰白 密やや小良 口縁~体部 20 旗指

111 3 6 I SHl(SP19) 2IT<i 灰紬陶器 碗 H 灰白 密 良 完形 清ヶ谷 自然来由、主主ね焼き痕

4 1 6 Sl-Il(SP19) 2面 灰紬陶器 碗 (1300) (6 8) u i!k白 密 良 。口縁~底部 30 旗掲 E定事由i責掛け

5 SH1(SP19) 2面 土防器 重 500 浅黄1登 密やや不良 底部 60 

1111 6 SP8 2面 灰紬陶器 長頚壷
最大径

灰白 密 良 体部 20 i青ヶ谷 信然紬(13，9) 

τえィi 7 1 6 SP10 2由 灰紬陶器 碗 u 灰白 密 良 。底部 100 i青ヶ谷 灰粕漬掛け、重ね焼き痕

111 8 SP12 2面 灰粕陶器 碗 (508) 灰日 密やや不良 底部 20 旗指 全体的に摩滅

111 9 SP18 2前 灰紬陶器 碗 605 灰白 |密 不良 底部 100 清ヶ谷か 全体的に摩滅

11110 SP21 2面 ))<紬陶椋 腕 (508) 灰白 密 良 。底部 20 清ヶ谷

11111 SP46 2面 灰粕陶器 磁E (708) 灰白 1密 良 。底部 40 族指 自然紬

11112 5P48 2函|灰紬陶器 1施 (604) 灰白 省キ“や良込良子長 藤宮:s I 20 清JT谷 集合杭

11113 6 1 SP36 2L面 青磁 折縁nuo (1204) (502) H 明緑灰 密 口縁~底部 1301--1内面連弁文

11114 SP114 2前 青磁 稜花皿 浅燈 密 口縁 5 

111 151 6 SK1 2面 灰紬陶器 碗 (lU) (606) 402 1灰白 密 01口縁~底部 30 1 r青ヶ谷

n 116 SK1 2面 灰勅陶器 碗 (1，2) 灰白 |密 良 。体部~底部 50 清ヶ谷 灰紬刷毛主主り

11117 6 ISK1 2面 灰紬陶鳴 腕 (1200) u 3.5 灰白 出山 不良 。 口縁~底部 40 i雪ヶ谷 無台碗、全体的に摩滅

11118 6 ISK1 2国 土師器 j不 1009 2.6 304 j賛 密やヤ不良 完形 全体的に摩j戚

11119 6 15K1 2面 灰紬陶器 長頚E霊 800 灰白 密 不良 底部 100 l!旦一 全体的に摩滅

11 201 6 SK1 2面 灰紬陶器 長類壷
最大径 (806) 残存両

灰白 密 良
体部 30 

清ヶ谷
(1608) (17，9) 底部 20 

11121 SI'三1 2面 灰勅陶器 長頚壷
最大径

灰白 密 良 体部 20 j育ヶ谷か 自然紬(16，8) 

12122 SK1 2面 灰粕陶器 長頚壷
最大径

灰白 密 良 体部 20 j育ヶ谷 自然渦(1503) 

12123 SKl 2面i 土師器 3霊 (2504) にぷいj畳 密 良 口緑 20 全体的に摩滅、被熱

12124 9 15P86， SK1 3面 土師器 棄 (22，0) 灰白 密 良 口縁 30 f度熱

25 SKl 2面 土師器 雪量i (2U) 灰白 密 良 口縁 30 被 熱

12126 9 I SKl 2面 土師器 言語 (22A) 灰白 密 良 ロ縁 20 全体的に摩滅、被熱

12127 SK1 2国 土師器 言霊 (1902) 灰白 密やや不良 口縁 10 被熱

12128 9 ISK1 2面 土師務 蜜 (21.4) 浅黄燈 密 良 口縁~体部 30 被 熱

12129 SK1， SP48 2面 土師器 主主 (16，8) 灰白 密 良 口縁 10 被 熱

12130 6 ISXl 2面 灰勅陶器| 腕 (14，8) u 4，6 灰白 4寄 良 。口縁~底部 30 清ヶ谷

12131 6 I SXl 2商 灰君主陶器 碗 (1200) 600 u 灰白 密 良 0口縁~底部 30 旗指 小形

12132 SX1 2面 灰紬陶器 碗 (1208) 灰白 密 良 口縁~体部 30 旗指

12133 SX1 2面 灰紬陶器 碗 (1，2) 灰白 密 良 。|底部 30 清ヶ谷

i 12 34 SXl 2面 灰粕陶器 碗|一 (1，8) 灰白 密やや不良 。底部 30 j育ヶ谷 灰~!出演掛け、全体的に摩滅

12 35 SX1 2面 灰紬陶器 碗 (609) 浅黄燈 密やや不良 。底部 40 ?育ヶ谷

16137 SH3(SP78) 3面 灰紬陶器 碗 (12，8) 一 |灰白 密 良 口縁~体部 10 清ヶ谷

16138 SH3(SP121) 3面 灰紬陶器 椀 (13，6) 灰白 密 良 口縁~体部 30 清ヶ谷 内面に墨痕

391 6 
SH3 

3面 灰糊陶器 碗 1306 700 4.4 灰白 密 t是 。口縁~底部 30 旗指 自然紬
(SP51， SP78) 

40 SP69 3面 灰紬陶器 長頚壷 (1508) 灰白 密 良 口縁 10 j青ヶ谷 自然勅

16141 SP84 3面 灰粕陶器 碗 (14，8) 灰白 密| 良 1=1縁 10 旗指 自然勅

16142 7 1 SPll7 3面 灰粕陶器 皿 (14，0) 600 209 灰白 密 良 。口縁~底部 40 旗I旨

15143 SP118 3而 政粕陶器 腕 (13，6) 灰白 密 良 口縁~体部 10 旗指 深碗

116 441 ;iJ2 B-2区 5層 緑紬陶器 碗 (15，1) 灰白 密 良 ロ縁 5 尾張 内外面緑勅

16145 7 1 B-2区 5膳 灰勅陶器 碗 (1606) (1，2) 4A 灰白 密 良 。口縁~底部 30 清ヶ谷 灰紬刷毛塗抗議ね焼き痕

16146 B-2区 61'菌 灰紬陶器 碗 (16，2) (7，5) 4，8 灰白 密 良 。口縁~底部 40 清ヶ谷
灰紬刷毛塗り、自然紬、

重ね焼き痕

16147 B-2区 5層 灰紬陶器 碗 (17，0) (7，8) 501 灰白 密 良 。口縁~底部 20 i育ヶ谷 灰粕漬掛け

16148 7 1 A-2~3区 5層 灰料陶器 碗 1308 u 301 灰白 密 良 口縁~底部 80 i育ヶ谷 灰粕刷毛塗り

16149 7 1 B-3区 5層 灰勅陶器 碗 τ12，8 509 u 灰白 密|良 完形 旗指 灰漏刷毛主主り、重ね焼き痕

16150 B-3区 5層 灰紬陶器 碗 (15.4) (605) 500 灰白 密 良 0口縁~底部 30 清ヶ谷

16151 B-2区 5層 )火紬陶捺 腕 (13，8) (7 0) 405 灰白 密 良 。口縁~底部 40 清ヶ谷 灰粕漬掛け

j 16 521 7 B-3区 5層 灰紬陶器 碗 (lL4) 505 3，5 灰白 密 良 。口縁~底部 50 清ヶ谷 小形、灰紬漬掛け

16153 B-3区 5層 灰紬陶器 腕 (14，6) (7，1) u 灰白 密 良 口縁~底部 10 旗指 灰粕漬掛け、自然紬

16154 7 IB-2区 5層 灰粕陶器 碗 (12，8) (6.4) 303 灰白 密 良 。口縁~底部 20 旗指 灰粕主主掛け、重ね焼き痕

16155 A-2区 5層 灰紬陶器 腕 (1200) (600) 3，9 灰白 密 良 口縁~底部 30 旗指 小形、内面自然粧

16156 A-2区 5層 灰勅陶器 碗 (1206) u 4，2 褐灰 密 良 口縁~体部 30 旗t~ 灰勅漬掛け、重ね焼き痕

116 57 7 B-2区 5層 灰紬陶器 碗 (12，6) (6，8) u 灰白 密 良 0口縁~底部 30 旗指 内面白然勅

一部ー



写 計測値(cm)

厚減内 残 存 削 残存率(引番図 呑号
番真図

遺構 層位 種別 器種
口径

j車径
器高

色調 胎土 焼成 産地 備 考

高台径

16158 A-2区 5層 灰紬陶器 碗 (12.0) (6.2) 3.7 灰 密 良 。口縁~底部 30 族指
小形、内面白然泊、
重ね焼き痕

16159 7 1 B-3区 5層 灰粕陶器 碗 (15.6) 7.0 5.1 灰白 密 良 。 口縁~底部 40 i青ヶ谷
灰粒i貢掛け、重ね焼き痕、
高台内刻書'XJ

1616日 8 1 B-2区 5層 灰勅陶器 碗 14.7 7.2 5.2 にぶい黄澄 密 良 。口縁~底部 80 旗指 灰粕漬掛け

16161 8 1 B-3区 5層 灰泊陶器 碗 12.3 5.7 3.3 浅黄 密 良 完形 清ヶ谷 灰粕刷毛塗り、重ね焼き痕

17162 8 1 B-2区 5層 灰粕陶器| 皿 (14.2) (6.6) 2.6 灰白 密 良 口縁~底部 20 尾張 内面灰粕刷毛塗り

17163 8 1 B-3区 5層 灰勅陶器 碗 (11.8) (5.9) 3.1 灰 密 良 口縁~底部 40 清ヶ谷 無台磁

17164 8 1 B-3区 5層 灰紬陶器 碗 4.4 灰白 密 良 体部~底部 40 清ヶ谷 無台碗

17165 B-2区 5層 灰紬陶器 碗 (13.8) 灰白 密 良 口縁 20 旗指 灰勅i責掛け

17166 B-2区 6層 灰紬陶器 碗 (6.8) 灰白 密 良 0 底部 100 i宮ケ谷

17167 A-2区 5層 灰稲陶器 碗 (7.8) 灰白 密 良 0 底部 30 清ヶ谷

17168 B-3区 5層 灰勅陶器 1筒 6.0 灰白 曲目 良 。底部 100 i清ヶ谷 内面全体自然紬

17169 8 1 B-2区 5層 灰紬陶器 碗 7.4 灰白 密 良 0 体部~底部 70 旗指 灰粕漬掛け

B吋 2区 I 5層 灰袖陶器 碗 5.9 灰 密 良 0 体部~底部 40 旗J昔 高台底部スノコ状圧痕

百円7 B-2区 5層 灰勅陶器 碗 (6.8) 灰白 密 不良 体部~底部 40 旗指

17172 8 IB-3区 5盾 領、恵器 坪 13.1 5.6 4.4 灰白 密やや不良 。口殺~底部 80 無台杯、全体的に摩滅

17173 B-2区 5層 灰勅陶器 鉢 (23.8) 灰白 密 良 口緑~体部 20 技指 灰軍由演掛け、全体摩j成

17174 A-2区 5層 灰粕陶器 鉢 灰白 密 良 口総 10 旅指

17175 B-3区 5腐 J3a曲陶器 鉢 一 (15.0) 灰白 密 良 0 底部 10 自然勅

17176 B-3区 5層 灰湘陶器 長~N壷 灰白 密 良 体部~底部 30 旗指 外面自然和i

17177 A-l区 5層 灰罰jj陶椅 長頚議 (10.8) 灰白 Iii 良 底部 50 旗指 外面、底部内問自然粕

17178 B-2区 5原 灰紬陶器 盟主主 (14.2) 灰白 密 良 底部 30 旗j旨 内外商黄土Jii¥IJ毛主主り

17179 A-2区 日庖 灰渦陶器 盟 (25.2) 灰 F皆 良 口緑 10 旗掲 内外面黄土刷毛塗り

17180 8 1 B-2区 5層 灰稲陶器 τ瓦 (-43.2) 灰褐 密 良 口i意 30 不明 内外商鉄和lか黄土刷毛塗り

81 B-3区 5層 須恵器 鉢か腕 (19.0) 灰 密 良 口縁~体部 20 

18182 B-3区 6熔 土師器 腕 (13.6) (6.3) 5.3 浅質経 密やや不良 口縁~底部 30 内面化粧土塗布か

118 83 B-2区 5層 土師器 5望 (27.6) 灰白 密やや不良 口i霊~体部 20 全体的に摩滅

18184 B-3IR 5層 土師器
苦5空t 

(23.6) 灰白 密やや不良 口j緑 10 

市
B-2区 sm芸 土師器 (20.2) 灰白 密やや不良 口緑 5 

B-2区 5層 土師探 I背郷鍋 (24.4) 明赤褐 組 良 口緑 5 ID望者

18187 9 1 B-2区 5腐 土例器、 i育郷鍋 (18.8) 赤禍 組

」上
口i主 20 ])類 内面持~付着

18188 9 1 B-2区 5屑 士師器 活刻;鍋 (27.0) 一掲 組 日緑 10 D1調

18139 9 1 B-2区 6層 土師総 清郷納 (21.0) lこよい在t 組 口緑 5 D類

図番 種別 遺物名
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第4輩まとめ

第 1師連構応ついて

前章で詳述したように、今回の発掘調査では3面にわたる調査面の調査を実施

した遺構@遺物を発見することができた。ここでは検出さ

ついてふれてみたい。

平安時代を中心と

した上で、

1 嫌窟時代以降の遺構

て少ない。第2面ではSP36から青離折繰皿、 SP114から青磁稜花

皿が出土している。これらは鎌倉時代~室町時代の属する遺物で、第 l面の溝や小穴といった遺構群は

それよりも新しい室町時代以降に属するものと考えられる。静岡県中@西部では鎌倉時代の遺跡を掘れ

ば必ず山茶碗が出土するといっていいのであるが、包含層を含めても今回の調査では皆無であった。ま

た鎌倉時代以降についても上記2点の青磁以外には出土していない。こうした遺物出土傾向からいえば、

鎌倉時代以降の遺跡周辺は集落等の圏内にはあるものの、主な生活の場ではなく、その末端、であっ

能性が高い。そして、遺物が全く見えなくなる室町時代以降は集落域からも外れ、耕地あるいは荒蕪地

となっていったのであろう。

2 平安時代の遺構

今回実施した調査区内で発見した遺構・ くは平安時代中期か の時代に属する。

掘立柱建物や小穴群、また供膳具である灰紬陶器碗が多量に出土していることから、生活の場に近い集

落域であったと考えられる。前主主で述べたように第 2 面では灰紬陶器編年N-1 期~N-3 期を中心と

した遺物に伴う遺構群、第3面ではm期~町一 1期を中心とした遺物に伴う遺構群が検出されている。暦

に直せば第2函は概ね10世紀前~後半、第 3面は概ね10世紀後半~11世紀後半頃に充てられ、出土

遺物からみればほとんど隔たりなく、継続した時期の遺構群と考えられる。なお、平安時代中期以前に

遡る遺物は9世紀代の須恵器が数点あるのみであった。よって、今回調査区周辺が集落として成立する

のは平安時代中期以降である。

第2面と第 3面の遺構群はほと し ものとみら 層位的 る面で検出さ

れている。第 2 面の遺構では SHl の]\J-2 0 -E という方向がSD3~6 といった他遺構でもみられるこ

とから、ほぽ真北を意識した遺構のあり方を示している。これに対し、第3面ではS日2ε3の方向が

-E前後となっており、東に若干ふれた方向を意識していることから、相違点が見出せる。そうし

たことを考え合わせると、両面を繋ぐ町一1期、すなわち10世紀後半に何らかの理由により集落の再編が

行われたのではないだろうか。その理由を明確にするのは困難だが、遺跡の立地や歴史的な経緯から洪

水を契機とした可能性が高いだろう。

平成120 14・16年度に実施した藤守遺跡の調査では古墳時代~鎌倉時代の遺構群を検出している

今回の藤守遺跡の調査で発見された平安時代中~後期の遺構@遺物は発見されていない。前者と後者の

調査区はかなり離れていることから直接的に繋がる可能性は低いが、こうした遺構検出状況は集落域が

微高地内で移動している状況を示しているものと考えられる。第2章でふれているように、近世におい

ても大井川の氾濫により一村が流亡し、移転している例もあることから、その大きな要因は大井川本支

。
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流の氾濫による水害であった可能性は高い。平安時代後期以降、今回の調査区では遺構・遺物ともに激

減し、室町時代以降は遺物すら全く確認できなくなってしまうのは、集落として放棄されたに他ならな

いと理解される。このように、大井川下流域における集落の画期と水害は古来から密接な関わりを持っ

ていたといえよう。

3 集落の構造

最後に集落の構造にも少し言及したい。谷岡武雄氏は大井川下流域における散居集落景観の一部は中

世にも遡り得ると指摘する(谷岡1973)。こうした散居集落は小流路の間の微高地に選地されているとさ

れ、今回検出した掘立柱建物を合む集落域も時代はやや遡る平安時代に属してはいるが、同様の立地で

あったと想像される。また、牧ノ原台地上で調査された平安時代中~後期の集落である島田市ミョウガ

原遺跡では、数棟の掘立柱建物のまとまりに竪穴建物が付属する集落構造であった(静文研2004)。沖積

平野と台地では立地が異なり、また今回の限られた調査区では一概に比較するのは難しいが、当該期の

藤守遺跡集落も規模は小さく、また竪穴住居こそないものの、同様の建物群によって構成されていたと

考えられる。それらの建物群が微高地上に散在していたという様子が藤守遺跡周辺の景観で、あったのだ

ろう。

第2節出土遺物について

今回の調査区では前節で述べたように、平安時代中~後期にかけての土器類が多く出土しており、遺

構に伴う遺物に比べて包合層から出土した遺物の方が圧倒的に多いという出土状況で、あった。

1 土師器について

今回の調査では灰紬陶器が出土遺物の大半を占めるが、少ないながらも土師器も出土しているため、

まずは土師器についてふれてみたい。土師器は供膳具である碗・杯も数点あるが、聾・鍋といった煮炊

呉が比較的多く出土している。このうちまとまって出土しているのは奈良時代以来、主に遠江地域で盛

行する長胴聾である。 E期の灰紬陶器とともに比較的まとまった量が出土したSK1の様子から、長胴

曹はE期頃まで使用されていたと想定される。その後は清郷型鍋が少ないながらも出土していることか

ら、 N期以降の煮炊具の主体は清郷型鍋に変化していったと考えられる。

2 灰軸陶器について

次に土器類の中で、多数を占める灰紬陶器について考えてみたい。灰紬淘器の中でも碗が圧倒的に多く、

同じく供謄具である皿、調理具である鉢、貯蔵具である壷・警は一定量出土しているが、数点にとどま

っている。灰紬陶器はill-1期'""-'N-3期の時期にほぼ集中し、 E期と灰紬陶器最終末段階のN-4期段階

の製品は 1'""-'2点にとどまる。こうしたあり方から、集落が営まれたのは10世紀前半から11世紀後半ま

での短期間で、あったことがわかる。

集落など消費地で出土する灰紬陶器は型式的な変遷とともに、生産地との関わりが問題となると思わ

れるため、今回の調査で出土した灰紬陶器を胎土や形状などによって生産地別に分類を試みた。しかし、

肉眼観察による灰軸陶器の産地同定はかなり関難であり、主に清ヶ谷窯、旗指窯の製品としているが、

グレーゾーンのものも多いため、今回の分析は大摺みな傾向であることをお断りしておく。

灰紬陶器はill-1期の段階から出土しており、清ヶ谷窯産で占められる。こうした状況はill-2期まで
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続くが、 N-l期頃になると旗指窯産の製品が搬入され、ほぼ半々くらいとなる。 N-2期以降は旗指窯

産で占められるようになり、清ヶ谷窯産は数点が確認されるのみである。これはそれまで清ヶ谷窯産の

製品が主体であった藤守遺跡集落に、 N-l期頃により生産地が近い旗指窯製品が搬入されはじめ、以降

はほぼ旗指窯製品で占められるようになったことを示していると思われる。製品の搬入にあたっては、

集落周辺を縦横に流れていた小流路を使った水運が利用されていたと考えられ、清ヶ谷窯の製品であれ

ば海から河川へのルート、旗指窯の製品であれば河川を下るルートによる搬入が考えられる。消費地に

おける灰紬陶器等製品の出土傾向は生産とともに流通の変化をも示すものであるため、今後周辺地域で

の資料の蓄積が進めば、より精度の高い分析が可能になると思われる。

発掘調査及び資料整理にあたって、下記の方々よりご指導、ご教示をいただきました。記して感謝申

し上げます。

菊池吉修蔵本俊明篠ヶ谷路人柴田睦田村隆太郎塚本和弘戸塚和美藤津良祐松井一明

松下善和 (五十音順・敬称略)
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カラー図版 1

第2面全景(北西より)

第3面全景 (東より)



カラー図版2
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藤守遺跡出土緑柚陶器

藤守遺跡出土土器



図版 1

第 1面SD1完掘状況(西より)

第2面全景 (北よリ)



図版2

S K 1遺物出土状況 (北より)

S X 1遺物出土状況(南より)



図版3

SD3~6完掘状況(西より)

S P 10遺物出土状況 (西より) S P 19遺物出土状況 (南より)

S P36遺物出土状況 (西より) S P 1 06遺物出土状況(南より)
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藤守遺跡出土土器



図版7

42 
52 

45 
54 

48 57 

49 59 

49 59 

藤守遺跡出土土器
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藤守遺跡出土土器・ 金属製品



図版9
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藤守遺跡出土石製品
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